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文理融合や、自然科学と人文社会科
学の連携の必要性が強調されてからかな
り時間が経ちました。しかし、双方で使わ
れている言語や価値観、研究の方法論、
目的意識の違いなど、さまざまな理由か
ら思うようには進展していません。この現
状について少々、私見を述べたいと思い 
ます。

ＪＳＴの基本ミッションは、新しい科学と
技術の研究開発と、そのための基盤構
築にあります。新しい技術は、社会で使わ
れてはじめて意味があります。そのために
は、人々や社会のありようがどうなっている
のか、これからどう発展するのかについて、
合理的で客観的な知識が不可欠であり、
そこにこそ人文社会科学が関与する重要
な役割があると考えます。

すなわち、新しい技術が登場する前か
ら、人々や社会の要求、いわば「社会的
仕様」を規定するのが人文社会科学の役
割ではないでしょうか。こうした取り組みが
あってこそ、社会に受け入れられやすい技
術が生み出され、普及していくはずです。

そのためにはどんなことが必要でしょう
か。少し極端にいえば、新しい技術の研
究開発の具体的な「出口」ないし「領域
設定」そのものに、人文社会科学が主導
的に関与することではないかと考えます。

人文社会科学は、人々の心や価値観、
意義、それらの結びつきからなるコミュニ
ティーや社会のありよう、つながりといった
ものを、多様な方法や視点で分析し、普
遍性・合理性ある知識を生み出し、長い
時間をかけて指針や規範を提供してきまし
た。新しい技術の登場は、良くも悪くも現
代社会とその構成員たる人々のありようを
強く方向付ける可能性があります。

このような方向付けは、人文社会科学
本来のスタイルとは必ずしも適合しにくい
かもしれませんが、研究者たちの早急な
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表 紙 写 真
EMS 新宿実証センターで、電力ネットワーク全体
を最適に管理する次世代 EMS の実現に取り組
むCREST 研究代表者の林泰弘さん。産学連携
の共同研究により「実用化は難しくない」と語る。
高度な頭脳を備えた次世代 EMSが、家庭の電
力を管理する時代が間もなく到来する。

12 マンガ家Toriの研究室訪問

お化けを呼ぶハエ？
NEWS & TOPICS

イネの遺伝子を使ってポプラの木質を強化
バイオ燃料の生産効率向上や高強度木材の開発に期待　ほか
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孤高のものづくりで、医療を変える
池内真志（東京大学 先端科学技術研究センター 講師）

地球温暖化を抑えるには、太陽光や
風力などの再生可能エネルギーを

最大限に活用しなければなりません。そのた
めには、多様なエネルギー源と利用者を賢く
結ぶ新たな仕組み「エネルギーマネージメン

トシステム（EMS）」が重要になってきます。
CRESTの研究領域「分散協調型エネ

ルギー管理システム構築のための理論及
び基盤技術の創出と融合展開」では、エ
ネルギーの需要と供給を効率よく制御する
理論と、それに基づく数理モデルおよび基
盤技術の創出や、さらに社会実装への道
筋をつけることをめざしています。

これまでのエネルギー管理は、分散した
施設を1カ所に集約して管理する「中央集
中」型が主流でした。しかし近年では、分散
している施設をネットワークでつなぎ、協調
しながら全体で最適化する「分散協調」型
の管理が重視されるようになってきました。

エネルギーシステムなどのインフラをつく
るには、エネルギーの制御、通信、情報
といった工学系分野だけでなく、理学や
社会科学など他分野の研究者とも協調
しながら研究を進める必要があります。

2012 年度と13 年度に研究課題を
募集し、いろいろな分野から23の研究
チームが集まりました。「分散協調」型シ
ステムの構築には、人と人のつながりや
異分野の相互理解が欠かせません。そ
れを推し進めるため、合宿をしたり、研究
者が異なる学会に出席したり、国際的な
ワークショップを開催して海外の研究者
の考えにも触れるなど、さまざまな形でコ
ミュニケーションを図り、最終的には下に
挙げた5つのチームで2015 年度から本
格的な研究がスタートしています。その中
から2つの研究チームを取り上げて紹介
します。
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（社会技術・社会基盤担当）

人文社会科学主導の
時代へ

理・工学と社会科学の研究者が協力

エネルギー制御に
挑む！

藤田 政之 ふじた・まさゆき

CREST「分散協調型エネルギー管理
システム構築のための理論及び
基盤技術の創出と融合展開」研究総括
東京工業大学工学院 教授

1985年、早稲田大学大学院理工学研究
科博士後期課程退学、工学博士。同年金
沢大学助手。同大講師、助教授、92年北
陸先端科学技術大学院大学助教授を経
て、99年金沢大学教授、2005年東京工
業大学教授。16年4月より現職。12年より
CREST研究総括。

太陽光発電予測に基づく調和型電力系統制御のためのシステム理論構築
 研究代表者  井村 順一 東京工業大学工学院 教授

エネルギー需給システム構築のための経済モデルと物理モデルの融合に基づく設計理論及び実証・実装・提言
 研究代表者  内田 健康 早稲田大学理工学術院先進理工学部 教授

エネルギー消費行動の観測と分散蓄電池群の協調的利用に基づく車・家庭・地域調和型エネルギー管理システム
 研究代表者  鈴木 達也 名古屋大学大学院工学研究科 教授

分散協調型EMSにおける地球科学情報の可用性向上とエネルギー需要モデルの開発
 研究代表者  中島 孝 東海大学情報技術センター／情報理工学部 教授

汎用的な実証基盤体系を利用したシナリオ対応型分散協調EMS実現手法の創出
 研究代表者  林 泰弘 早稲田大学大学院電気・情報生命専攻 教授
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曇り空でも心配無用
気まぐれな太陽光発電を
制御理論で支援
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都市の電力を一括管理する
次世代ＥＭＳ※

※EMSとは、エネルギーマネージメントシステムのこと。

戦略的創造研究推進事業CREST 分散協調型エネルギー管理システム構築のための
理論及び基盤技術の創出と融合展開
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